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　町民の皆さまには、日頃から地域福祉事業にご理解とご協力をいただき感謝申し上げます。
　高森町社協では、「誰もが安心して暮らせるまちづくり」を目指し、地域福祉の推進に取り組んでおり、そ
の活動の財源は町民の皆さまの会費や町の助成金などで成り立っています。
　しかし町の財政が厳しい中、高森町社協は町への財政依存度を更に上げることは難しく、自主財源を増やす
ことが求められています。
　高森町社協の活動は町民の皆さまだけを対象としており、１人暮らし高齢者や障がい者、ボランティア活動
等の支援などを行ってきました。しかし昨今少子高齢化に伴う諸情勢の変化により地域福祉の充実をさらに進
めなくてはならないと考えます。
　そのための財源を確保するために、今回初めての値上げの検討をしてきました。３月３０日に開催した高森町
社協理事会および評議員会において、現行の一般会費１世帯当たり３５０円を平成２７年度から５００円に値上げする
提案が承認されました。
　町民の皆さまにはご負担増となりますが、より充実した地域福祉事業を推進するため、何とぞ、ご理解とご
協力をお願い申し上げます。

社会福祉法人高森町社会福祉協議会　　

会　長　福　田　　寛　

高森町社会福祉協議会「一般会費値上げ」のお願い

◇参考（北部5町村社協の平成26年度一般会費額）
大鹿村豊丘村喬木村松川町高森町町村名
1,500円1,000円1,000円1,000円350円一般会費額

会費はこのような活動に使わせて頂きます

安心カー
ド

絵手紙通信 かいごの教室開催

地域福祉車両活用

かいご何でも相談福祉学習～中学生高齢者体験～

ひとり暮らし高齢者見守り支援
生活困窮者への支援

支え合う地域づくりのために支え合う地域づくりのために……
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　６月１６日（火）、親愛の里紙ふうせんの皆さんがボランティアで草取
りをしてくださいました。
　蒸し暑い中、作業を進めてくださりあっという間にやすらぎ荘の畑
や花壇、駐車場周りの雑草がなくなり、綺麗になりました。梅雨が明
け、本格的な暑さを迎える前に、さっぱりとすることができました。
　紙ふうせんの皆さん、ありがとうございました。

親愛の里紙ふうせん　草取り
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障がいを持たれる方、一人暮らし高齢者 希望の障がいを持たれる方、一人暮らし高齢者　希望の旅旅
　今回の希望の旅では「木地師の里バスハイク」を企
画しました。
　６月２４日には、障がいをお持ちの方を対象にし、民
生委員さんボランティアさん含め２１人参加、６月２６日
は６５歳以上の一人暮らし高齢者を対象に行い、総勢７３
人でのバスハイクとなりました。
　木地師の里では、伝統的工芸品「南木曽ろくろ」細
工に触れ、木のぬくもりと伝統を感じることができま
した。
　昼食はホテル木曽路さんにて、ランチバイキングを
頂きました。「どれもおいしくてたくさん食べてしまい
ました」という声も聞かれ、皆さんに好評のようでし
た。
　昼食後は妻籠案内人さんがガイドをしてくれながら、

妻籠宿を観光をしました。丁寧に保存された宿場町に
気持ちも和みました。
　帰り際、「お土産で荷物が増えてしまった」と満面の
笑みでバスを降りていく皆さんの姿に今日１日楽しん
でもらえたのだと感じる事ができました。
　今回、民生委員の皆さん他多くの皆さんのご協力の
おかげで、無事希望の
旅を終える事ができま
した。この希望の旅を通
して、周りの人と触れ合
い、その温かさを改めて
実感し生き生きとした
気持ちになっていただ
ければ幸いです。
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